
　

お
よ
そ
詩
の
非
論
理
―
難
解
と
い
う
も
の
は
、
そ
の

表
現
が
直
叙
で
は
な
く
、
え
て
し
て
暗
示
暗
喩
に
み
ち

た
ま
ま
に
そ
の
フ
レ
ー
ズ
ま
で
が
非
文
法
的
で
あ
っ
た

り
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
ょ
せ
ん
、
如
何
な
る
詩
人

と
い
え
ど
も
、
そ
の
発
想
根
元
に
は
常
に
レ
ア
ル
な
、

歴
然
と
し
た
散
文
的
素
材
素
因
が
伏
在
す
る
筈
の
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
を
い
ざ
詩
化
せ
ん
と
す
る
課
程
に
お
い

て
の
み
初
め
て
各
詩
人
独
自
の
変
格
破
格
表
現
が
試
み

ら
れ
、
し
た
が
っ
て
非
論
理
―
難
解
と
も
な
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

「
中
原
中
也
「
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン
」」（『
留
別
抄
』
収
録
）
よ
り

明
治
43（
一
九
一
〇
）年	

	

3
月
5
日
、
東
京
都
下
谷
区
谷
中
初
音
町
に
父
新
四
郎
（
旧
姓
大
野
木
）
母
太
田
鶴
（
東
京
女
子
高
等
師
範

学
校
卒
）
の
長
男
（
姉
2
人
あ
り
末
っ
子
）
と
し
て
生
ま
れ
る
。
父
は
画
業
、
母
は
教
師
。
奈
良
市

油
留
木
町
か
ら
大
阪
市
谷
町
へ
転
居
。

大
正
14（
一
九
二
五
）年	

一
五
歳	

9
月
、
父
新
四
郎
死
去
。
以
降
母
鶴
の
働
き
と
姉
の
援
助
に
よ
り
進
学
。

昭
和
2（
一
九
二
七
）年	

一
七
歳	

3
月
、
大
阪
府
立
北
野
中
学
校
（
現
・
北
野
高
等
学
校
）
卒
業
。
4
月
、
姫
路
高
等
学
校
（
現
・
神

戸
大
学
）
入
学
。

昭
和
5（
一
九
三
〇
）年	

二
〇
歳	

3
月
、
同
校
卒
業
。
4
月
、
東
京
大
学
文
学
部
支
那
文
学
科
入
学
。

昭
和
7（
一
九
三
二
）年	

二
二
歳	

5
月
、
第
11
次
『
新
思
潮
』
創
刊
に
関
わ
る
。「
療
養
所
の
窓
」
掲
載
。
以
後
昭
和
9
年
2
月
号
ま
で

8
篇
の
創
作
・
随
筆
・
評
論
を
掲
載
。

昭
和
8（
一
九
三
三
）年	

二
三
歳	

3
月
、
同
大
学
同
学
部
卒
業
。
大
学
院
に
2
年
在
籍
。

昭
和
9（
一
九
三
四
）年	

二
四
歳	

5
月
、
平
凡
社
『
大
字
典
』
編
集
部
。
編
集
に
従
事
。
10
月
、
第
12
次
『
新
思
潮
』
創
刊
。「
心
猿
」

掲
載
。
以
後
、
昭
和
11
年
8
月
第
15
号
ま
で
12
篇
の
創
作
、
随
筆
、
評
論
を
掲
載
。

昭
和
11（
一
九
三
六
）年	

二
六
歳	

2
月
、
弘
道
館
『
新
字
鑑
』
編
集
に
従
事
。

昭
和
13（
一
九
三
八
）年	

二
八
歳	

2
月
、
長
男
紘
一
出
生
。
母
鶴
の
結
婚
反
対
、
絶
縁
に
よ
り
離
京
。

昭
和
14（
一
九
三
九
）年	

二
九
歳	

2
月
、
愛
媛
県
立
松
山
中
学
校
（
現
・
松
山
東
高
等
学
校
）
教
諭
。
単
身
着
任
。

昭
和
15（
一
九
四
〇
）年	

三
〇
歳	

5
月
、
結
婚
届
出
妻
は
る
（
旧
姓
平
田
）
父
作
次
郎
（
富
山
県
泊
町
）
母
し
の
5
女
。

昭
和
16（
一
九
四
一
）年	

三
一
歳	

4
月
、
愛
媛
県
新
居
浜
中
学
校
（
現
・
新
居
浜
高
等
学
校
）
教
諭
。

昭
和
21（
一
九
四
六
）年	

三
六
歳	

6
月
、
山
口
県
立
山
口
女
子
専
門
学
校
教
授
。（
山
口
市
宮
野
在
住
）

昭
和
25（
一
九
五
〇
）年	

四
〇
歳	

5
月
、
学
制
改
革
に
よ
り
山
口
女
子
短
期
大
学
教
授
。

昭
和
27（
一
九
五
二
）年	

四
二
歳	

2
月
、
母
鶴
大
阪
で
死
去
。
直
前
に
一
家
揃
っ
て
上
阪
。
母
と
対
面
和
解
。
こ
の
頃
、
山
口
市
後
河

原
に
転
居
。

昭
和
32（
一
九
五
七
）年	

四
七
歳	

11
月
、『
嘉
村
礒
多　

人
と
作
品
』
刊
行
。

昭
和
34（
一
九
五
九
）年	

四
九
歳	

6
月
、『
文
芸
山
口
』
創
刊
、
主
宰
。
以
降
隔
月
刊
行
。
各
号
に
礒
多
、
中
也
関
係
の
評
論
を
意
欲
的

に
発
表
、
刊
行
。
ま
と
め
ら
れ
た
作
品
集
は
、
10
冊
に
及
ぶ
。

昭
和
41（
一
九
六
六
）年	

五
六
歳	

4
月
、『
中
原
中
也
詩
研
究
』
刊
行
。

昭
和
44（
一
九
六
九
）年	

五
九
歳	

9
月
、『
中
原
中
也
未
完
詩
研
究
』
刊
行
。

昭
和
47（
一
九
七
二
）年	

六
二
歳	

12
月
、『
中
原
中
也
の
詩
と
真
実
』
刊
行
。

昭
和
50（
一
九
七
五
）年	

六
五
歳	

3
月
、
山
口
女
子
短
期
大
学
定
年
退
職
。
4
月
、
学
制
改
革
に
よ
り
山
口
女
子
大
学
（
4
年
制
）発
足
。

宇
部
市
宇
部
短
期
大
学
教
授
。

昭
和
58（
一
九
八
三
）年	

七
三
歳	

3
月
、
同
校
退
職
。

昭
和
61（
一
九
八
六
）年	

七
六
歳	

3
月
、『
中
原
中
也
詩
に
お
け
る
小
林
秀
雄
像
』
刊
行
。

平
成
3（
一
九
九
一
）年	

八
一
歳	

2
月
、『
解
読
・
中
原
中
也
の
詩
』
刊
行
。

平
成
5（
一
九
九
三
）年	

八
三
歳	

10
月
、『
嘉
村
礒
多
の
妻
ち
と
せ
』（
共
著
）
刊
行
。

平
成
6（
一
九
九
四
）年	

八
四
歳	

12
月
、『
留
別
抄
』
刊
行
。「
評
論
・
エ
ッ
セ
イ
・
創
作
・
太
田
文
学
の
精
髄
を
集
め
た
」
と
称
さ
れ
た
。

12
月
『「
落
花
の
舞
い
」
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
妻
と
』
刊
行
。
妻
は
る
数
年
来
認
知
症
発
症
。
介
護
の

文
章
を
新
聞
連
載
後
に
出
版
。

平
成
11（
一
九
九
九
）年	

八
九
歳	

山
口
県
文
化
功
労
賞
受
賞
。

平
成
12（
二
〇
〇
〇
）年	

九
〇
歳	

2
月
、
妻
は
る
死
去
。

平
成
15（
二
〇
〇
三
）年	

九
三
歳	

12
月
5
日
、
山
口
赤
十
字
病
院
に
て
死
去
。
墓
所
東
京
谷
中
霊
園
。

《
没
後
》	

	

平
成
16（
二
〇
〇
四
）年	

	

12
月
『
続
留
別
抄　

太
田
静
一
作
品
集
』
刊
行
。

『落花の舞い』の舞台・一の坂川

視
線
は
、
最
初
期
の
創
作
「
療
養
所
の
窓
」・
北
条
民
雄
・
明
石
海
人

論
以
降
、
生
涯
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

�

（
文
・
福
田
百
合
子
）

　

東
京
大
学
在
学
中
か
ら
の
恩
師
塩
谷
温
の
辞
書
『
新
字
鑑
』

や
、
平
凡
社
『
大
字
典
』
の
編
集
に
た
ず
さ
わ
っ
た
経
験
と
、

専
門
の
漢
文
か
ら
得
た
漢
字
の
博
識
が
後
年
の
文
体
の
確
立

に
繋
が
っ
た
。
文
語
調
熟
語
の
駆
使
と
格
調
高
い
文
章
構
成

で
あ
る
。
そ
の
上
に
或
る
種
の
自
虐
的
逆
説
的
な
リ
ア
リ
ズ

ム
の
手
法
は
、
後
に
研
究
対
象
と
な
っ
た
嘉
村
礒
多
や
中
原

中
也
の
作
品
が
持
つ
一
面
に
も
通
じ
る
。

　
「
都
落
ち
」
と
自
嘲
し
つ
つ
戦
時
中
の
四
国
松
山
中
学
、
新

居
浜
中
学
に
勤
務
。
校
長
の
背
任
行
為
糾
弾
運
動
を
主
導
な

ど
、漱
石
の「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」先
生
振
り
の
強
烈
な
個
性
を
も
っ

て
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
終
戦
直
後
の
混
然
と
し

た
情
勢
の
さ
な
か
、
山
口
女
専
に
着
任
。
昭
和
十
六
年

（
一
九
四
一
）
新
設
、
開
学
し
た
ば
か
り
の
学
内
に
新
風
を
吹

き
込
ん
だ
。
講
義
は
中
国
文
学
。
課
外
活
動
と
し
て
、
演
劇
、

文
芸
、
新
聞
部
な
ど
の
創
設
を
通
し
て
、
新
し
い
女
性
の
社

会
進
出
、
男
女
共
働
の
方
向
へ
啓
蒙
的
役
割
を
果
た
し
た
。

多
く
の
在
学
生
、
卒
業
生
に
大
き
い
影
響
を
与
え
、
信
奉
者

も
出
る
程
で
あ
っ
た
。

　

学
制
改
革
に
よ
る
科
目
編
成
の
変
更
で
、
国
文
学
演
習
に

郷
土
文
学
研
究
を
取
り
入
れ
、
生
涯
執
筆
の
主
軸
と
な
る
嘉

村
礒
多
・
中
原
中
也
研
究
に
学
生
と
共
に
取
り
組
む
。
同
時

に
県
内
文
学
不
毛
と
の
風
潮
を
愁
い
総
合
文
芸
誌
『
文
芸
山

口
』
を
創
刊
。
主
宰
と
し
て
、
最
晩
年
ま
で
研
究
評
論
を
発

表
し
続
け
、
市
民
へ
の
評
価
浸
透
の
端
緒
と
な
っ
た
。

　

中
原
中
也
詩
研
究
に
お
け
る
告
白
詩
と
し
て
の
独
得
な
解

釈
は
中
央
で
も
論
議
を
巻
き
起
こ
し
、
所
謂
大
家
た
ち
か
ら

の
批
判
攻
撃
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ

に
屈
せ
ず
所
信
を
貫
く
執
筆
姿
勢
を
最
後
ま
で
維
持
し
た
。

　

当
初
、
住
居
は
山
口
女
専
正
門
前
、
宮
野
桜
畠
の
農
家
の

敷
地
内
寓
居
だ
っ
た
が
、
後
に
市
内
後
河
原
に
住
み
、
一
の

坂
川
沿
い
の
風
情
を
好
ん
だ
。
は
る
夫
人
の
認
知
症
発
症
後

の
自
宅
介
護
に
際
し
、
桜
並
木
の
下
、
手
を
と
り
合
っ
て
散

策
の
姿
が
見
か
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

夫
人
没
後
、
体
調
を
く
ず
し
、
山
口
赤
十
字
病
院
へ
入
院
。

長
男
紘
一
・
美
恵
夫
妻
に
看
と
ら
れ
て
永
眠
。遺
言
に
よ
り『
文

芸
山
口
』
発
行
基
金
の
一
部
が
寄
贈
さ
れ
た
。
続
刊
中
。
文

芸
へ
の
熱
意
と
、
反
権
力
、
反
体
制
へ
の
信
念
。
常
に
貧
し

い
人
、
報
わ
れ
な
い
人
、
弱
い
人
た
ち
へ
の
人
間
味
溢
れ
る

太お

お

田た

静せ

い

一い

ち

山口市

（1910～2003）

【
著
作
】　

『
嘉
村
礒
多　

人
と
作
品
』（
昭
和
32
・
弥
生
書
房
）

『
中
原
中
也
詩
研
究
』（
昭
和
41
・
審
美
社
）

『
中
原
中
也
詩
に
お
け
る
小
林
秀
雄
像
』（
昭
和
61
・
桜
楓
社
）

�

ほ
か

著書

直筆サイン

年
譜

太
田
静
一

　（
提
供
・
福
田
百
合
子
）

太
田
静
一
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